




説明パネル

■解析概要

風解析

※風解析は基本的に屋外空間を対象とした為、エアコンなどの空調
設備は考慮していない。

解析条件
ソフトウェア：FlowDesigner 2024
乱流モデル：修正 k-εモデル

外気条件
夏：南南東.風速2.8m/s 
冬：北北西.風速2.6m/s

■設計概要

鳥再考
ー鳥と人の為の建築による、生態系ネットワークの再編ー

海を埋め立て、生き物たちの住処を奪いながら品川は発展してきた。
本設計では、鳥を媒介とした生態系ネットワークの再編を試みた。
品川の公園や自然園の中継地点に建物を作り、それらを鳥が利用
することで、花粉や種子が媒介され、生態系のネットワークが広がる。

日射解析

気象条件： 2020年版標準年気象データ（東京）

Radiance・BEST連携計算(到達率計算)

BEST主要設定値

気象条件： 2020年版標準年気象データ（東京）
窓：日射遮蔽型Low-E+透明/空気層6mm/ガラス厚8mm

照明： 5w/m² 機器： 5w/m² 在室者： 0.15人/m²
空調条件：空調時間：8:00-20:00
設定室温：冷房26℃、暖房22℃(通年)

Radiance主要設定値

窓面方位：南(今回は南向きの部屋を想定して、到達率計算を行った。)
対象室：8階(オフィス)
反射率：外部日よけ 60％(plasticマテリアルを使用)
透過率：窓40％
主要寸法：天井高さ 4m 窓高さ 4m
MF(天空の分割数)：6 (天空が6×6×144+1=5185個のパッチに近似される。)
ad (間接成分の分割数) : 1000
rd (光線数) : 1000

東京理科大学4年

・意匠設計
・環境シミュレーション

↓到達率計算の解析ガラス面
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